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内
閣
衆
質
一
〇
二
第
一
五
号
の
内
閣
答
弁
に
よ
る
と
、
農
地
法
第
七
条
第
一
項
第
十
六
号
及
び
同
法
施
行
規
則

第
十
一
条
に
よ
り
、
米
軍
提
供
基
地
内
の
製
糖
会
社
関
係
の
小
作
人
に
つ
い
て
は
、
小
作
地
所
有
制
限
の
例
外
と

し
て
、
国
は
農
地
法
第
六
条
の
買
収
を
せ
ず
、
従
つ
て
、
石
垣
市
ほ
か
四
地
区
の
よ
う
に
、
小
作
人
へ
の
製
糖
会

社
所
有
地
の
売
渡
し
を
行
わ
な
か
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。 

一 

当
該
製
糖
会
社
所
有
地
が
米
軍
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合
、
農
地
解
放
の
主
旨
貫
徹
は
行
わ

れ
る
か
ど
う
か
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
三
点
に
わ
た
つ
て
質
問
す
る
。
農
地
解
放
の
重
要
な
意
義
を
考
慮
し
、
小

作
人
の
権
利
の
尊
重
の
上
に
立
つ
て
重
ね
て
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。 

二 

右
の
場
合
、
土
地
の
現
状
は
も
ち
ろ
ん
農
耕
地
で
は
な
く
米
軍
用
施
設
に
変
容
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ 

沖
縄
県
下
に
お
け
る
農
地
解
放
及
び
小
作
人
の
権
利
の
尊
重
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

 

四 

て
の
小
作
地
を
変
容
せ
し
め
た
の
は
、
す
べ
て
国
の
行
為
を
原
因
と
し
て
い
る
。
製
糖
会
社
と
小
作
人
と
の
い

ず
れ
の
意
思
も
行
為
も
そ
れ
に
関
係
な
い
。
こ
の
こ
と
を
政
府
は
、
農
地
解
放
の
上
で
ど
う
考
え
る
か
。 

三 

国
が
当
該
土
地
を
米
軍
の
用
に
供
す
べ
く
、
一
定
の
賃
借
料
を
製
糖
会
社
に
支
払
う
場
合
、
当
該
小
作
人
は

国
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
は
何
ら
存
在
し
な
い
の
か
。
存
在
し
な
い
な
ら
そ
の
理
由
と
根
拠
を
示
せ
。
国
に

対
す
る
何
ら
か
の
請
求
権
が
あ
る
と
し
た
場
合
、
い
か
な
る
手
続
方
途
が
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


